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しい形質や特殊な成分を含む場合があ
り，これらの解析に今後はウイルスベ
クターによる形質転換系の利用が期待
される。一方，NPBT の一つである
ゲノム編集技術も近年注目されている
が，ゲノム編集を行うための遺伝子を
ホスト植物のゲノムに組込まない方法
がウイルスベクターを利用して開発さ
れている (Ariga et  al. 2020; Kaya et  

al. 2017)。通常のゲノム編集ではア
グロバクテリウム法を用いてゲノム編
集用遺伝子をホストの植物ゲノムに導
入し，変異を誘発する。変異が起きた
植物は変異を維持したまま交配により
ゲノム編集用遺伝子を除去する工程を
経て非組換え体と同じ扱いになる。ゲ
ノム編集用遺伝子をウイルスベクター
に導入して変異を導入する場合は，ホ
スト植物のゲノムにゲノム編集用遺伝
子が挿入されないため，交配による除
去の工程が不要となる。ウイルスベク
ター系を用いることにより一過的な感
染によるゲノム編集が可能であり，特
に多くの花きを含む栄養繁殖性の植物
では有望な技術であると考えられる。
以上のような技術を活用しながら花
きの効率的な育成や高品質化に向けた
重要な遺伝子の同定やマーカーの開
発，高速開花技術やゲノム編集などの
NPBT が進んでいる。基礎研究では
極めて有用な方法であるが，実際の現
場における活用面では，個々のニーズ
に対応したり様々なメリットを実感し
てもらったりする必要がある。NPBT
技術については，生産者だけではなく
消費者へも届くようなメリットを提示

し，これらの技術が広く受け入れられ
る環境を作り出さなければならない。
新しく開発された技術を有効活用して
いくためにも研究者から一般の消費者
まで幅広くコミュニケーションを取り
ながら，法律や安全性を考慮しつつ進
めることが求められている。
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ヒルガオ科ネナシカズラ属の一年草。全国の河原，海岸，路
傍などで生育。つる性の寄生植物で全体的に黄白色。発芽直後
に茎をのばして茎先を回転させ宿主を探す。回転する茎が宿主
になる植物に触れると締め付けるように巻き付き，寄生根を出
して宿主から水や養分を取り込む。まもなく発芽時の地中根が
無くなり，「根無し」「葛」となる。葉緑素は出芽時の一時だけ
でその後無くなり，葉も鱗片化して無いに等しく，まさに「根
も葉もない」植物である。
寄生は英語では「parasite」（そういえばカンヌ国際映画祭
でパルム・ドールを受賞した韓国映画にそんな題の映画があっ
た），日本語では「居候」とか「ひも」とか。少し前には「ニー
ト」という言葉も流行ったが，ニートは教育や職業訓練を受け
ていない若者であって，準備が整えば寄生することから抜け出
ることも可能である。「居候」も，「居候三杯目にはそっと出し」
というくらいに万事遠慮がちであり，強いて言えば「ひも」が

寄生に近いのかもしれないが「ひも」とて女性から見切りをつ
けられれば飢えるしかない。
それに比べるとネナシカズラの寄生は恐ろしい。「ニート」

だからといって抜け出ることもない。居候のように三杯目を
そっと出すという遠慮もなく，なくなるまでお代りを続ける。
「ひも」のように宿主側から見切りをつけられることもなく，
宿主が衰弱しきってこれ以上「ひも」生活を続けることができ
ないと見るや新たな宿主を探すのである。新しい宿主がみつか
ると，さんざんお世話になった宿主を自らの体と一緒にいとも
簡単に切り捨ててしまう。
ネナシカズラの生活はすべて「ひも」。そのうえで花を咲か

せ実を結び，子孫を残すことだけに全精力を傾けている。とは
いえ，出芽後数日の間に宿主を見つけきれなかったら飢えて
枯死してしまうということである。「parasite」という「ひも」
生活も決して楽ではないようだ。
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